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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・5/7（土）9：00～17：00～　　ボイラー修理の為お湯がでません。

事前の周知をお願いします。

· 花見担当より～　　　　　　　スタッフ付添いのバス料金は、患者様１人当たり　

１６８円の負担となります。本日のナイトプログ

ラムにてお知らせをする予定です。

· SSTの記録とサインについて～カルテ倉庫内の８月分からのチェックを中村さん、　

水上さん中心にお願いします。終了後、松橋SGM、上口JGMへ報告してください。

松橋SGMより

・看護方式のチーム制について

　　北病棟でも実施していく事になります。方法としては、一人一人の担当はそのままで、サマリーやカルテの管理は今まで通り。患者様３５名を３つに分けてAチーム、Bチーム、Cチームとする。例えばAチームの患者様の情報を看護、介護スタッフが把握する事になります。今まで以上に聞き漏らしたり、情報の不足がないようにして行きましょう。
　　看護や介護の大事な情報はカンファレンスで発言しましょう。また、報告はタイムリーにしなければ何の意味もありません。報告・連絡・相談は早め早めの行動をとりましょう。

・介護スタッフの方へ

　　４月に話し合ってから半月経過しましたが、自分達はこういう介護をしていくという方針が立ちましたか？より良くするためなら新たな発想でも構いません。
・看護スタッフの方へ

　　分からない事は聞きましょう。聞かないで問題発生するよりはいいはずです。

　　各書式の漏れ、文章が変な記述や誤字が目立ち、その事をリーダーが注意される事もしばしばです。自分の仕事に対して責任を持ち、読み返す癖をつけましょう。また、患者様への介入、ケアプランの作成など進んでいるでしょうか？

　　これからは、業務が出来ているかどうか、確認し出来ないようであれば、業務の中で制限もかけられていく事を頭に入れて仕事をして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・浅野　秀子様～反応鈍く自力歩行困難、食事や更衣等要介助となり主治医診察にて本日、東病棟（合併症室）へ転棟しています。

・木村　梅子様～本日より外泊となっています。5/5帰院予定。

　　　　　　　　ご家族と山田SWとの話し合い行われていましたが、内容に進展は無いとの事です。また、帰院時（5/5 15:00）には手帳を持参してくるとの事。三浦SWを呼んでください。

・袴田　将志様～青山荘六月初旬の入所へ向けて、ご家族へ連絡をして２週間後に面談を行う予定となりました。それまでに服薬の問題や衝動性の強い行動について各専門職の情報を共有、協議をして対処して行きましょう。

　　　　　　　　

＜田名部Dr　診察＞

・袴田　将志様～先日の面談について、父様に思った事が言えたと話されています。今後の生活については、暴力行為を行ってはいけない事。また、青山荘へ入所するために父様を交えて疾病教育が必要である事、薬の副作用及び現在の状態改善を合わせて入所前に処方を変えて行く事に一応の返事をされています。来週の定期処方vdsから調整となります。

・林　田鶴子様～調子については、「オレンジページを買った時に付いてきたタツノオトシゴが体の中にいて手術した所をかじるんです。でもタツノオトシゴは出て行きました。・・」など体感幻覚の訴え、発言が聞かれている。今後は付添いでの散歩を実施したり、家族教育の働きかけを進めていきます。

・飯豊　信雄様～「頭がボーっとする。」と話されている。機会音のような幻聴あるが、日常生活には影響をきたしていないと話されている。物盗られ妄想もなく表情に硬さ見られていません。
































































